
「博多大仏組立竣工と
 職工ら７人記念写真」
明治42年（1909）頃
礒野鋳造所で撮影
（称名寺所蔵）

福
岡
市
内
寺
社
資
料
調
査
事
業

福
岡
の
寺
社
美
術
工
芸
を
今
に
伝
え
る
。

古
き
良
き
伝
統
が

新
た
な
感
動
を
呼
び
覚
ま
す
。

彫
刻
と
絵
画
が
紡
ぐ
、歴
史
の
精
髄
。

隠
れ
た
名
品
が
美
の
深
淵
へ
誘
い
ま
す
。

つ
む

せ
い
ず
い

し
ん
え
ん

再
発
見
古
文
書
が
綴
る

美
術
工
芸
品
と

知
ら
れ
ざ
る
物
語
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古写真 「博多大仏ひな形竣工記念写真」
明治32年（1899）、礒野鋳造所で撮影（称名寺所蔵）

官幣大社香椎宮境内及付近之図
明治39年（1906）（香椎宮所蔵）

古写真 「博多の劇場『雄鷹座（ゆたかざ）』開場式」
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弁当掛紙
昭和時代（松源寺所蔵）

志賀大明神社人帳
正徳3年（1713）3月（志賀海神社所蔵）

歴代の
かしわめし弁当の
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（上）
御夢想目薬
（五銭瓶）

（下）
御夢想目薬
（三銭瓶）
（称名寺所蔵）



　
福
岡
市
は
、古
来
よ
り
貿
易
都
市
と
し
て
発
展
し
、近
代
以
降
も
急
速
な
成
長
を
遂
げ
、現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。文
化
財
は
、そ
う
し
た
発
展
・
成
長
を
支
え
て
き
た「
も
の
」「
ば
し
ょ
」「
い
と
な
み
」と
し
て
、市
内

各
所
で
大
切
に
保
存
、継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。歴
史
深
い
地
域
と
し
て
名
高
い
福
岡
・
博
多
の
宝
と
し
て
、

文
化
財
は
今
後
も
守
り
、受
け
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、多
く
の
ま
だ
気
づ
か
れ
て
い
な
い
、知
ら
れ
て
い
な
い
文
化
財
も
あ
り
ま
す
。私
た
ち
の
生
活
の
な
か

で
、寺
院
や
神
社
は
身
近
な
存
在
で
す
。お
盆
に
は
先
祖
を
供
養
し
、新
年
に
は
初
詣
す
る
な
ど
、古
く
か
ら

寺
社
は
人
び
と
の
生
活
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、寺
社
が
所
有
す
る
文
化
財
の
把
握
は

十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

　
近
年
、本
市
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、福
岡
・
博
多
の
寺
社
が
所
有
す
る
美
術
工

芸
品
や
古
文
書
な
ど
を
調
査
し
、現
在
３
期
目
の
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
は
報
告
書
に
ま
と
め
、主
要
な
図
書
館
な
ど
へ
寄
贈
し
、ど
な
た
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
第
１
期
・
第
２
期
）。

　
歴
史
的
・
文
化
的
な
価
値
が
著
し
い
と
判
明
し
た
文
化
財
に
つ
い
て
は
、指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
し
、

そ
の
保
護
と
活
用
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

　
文
化
財
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、こ
れ
ら
調
査
の
成
果
の
一
部
を
紹
介

す
る
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
に
と
っ
て
新
し
い
発
見
や
気
づ
き
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
資
料
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
寺
院
関
係
者
、神
社
関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、調
査
に
あ
た

り
ご
指
導
・
ご
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
通
常
、各
寺
院
・
各
神
社
で
は
、資
料
の
一
般
公
開
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
六
年（
二
〇
二
四
）三
月

は
じ
め
に

　
古
写
真
以
外
の
画
像
は
福
岡
市
撮
影
の
も
の
で
す
。煩
雑
を
避
け
る
た
め
、表
紙
・
裏
表
紙
を
除
き
寺
社

に
お
け
る
各
資
料
の
所
蔵
先
の
表
記
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
し
た
。

凡
例
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福岡市

1
4
5

6
7

8
9

3

2

東区

博多区中央区

城南区 南区

早良区

西区

調査対象寺社　位置図

⑧香椎宮
⑨志賀海神社

第
３
期

し か うみ じん じゃ

か しい ぐう

④浄土真宗 松源寺
⑤時宗 称名寺
⑥時宗 光福寺
⑦時宗 寿宝寺

第
２
期

じゅ ほう じ

こう ふく じ

しょうみょう じ

しょう げん じ

①浄土真宗 萬行寺
②浄土真宗 光専寺
③浄土宗 善導寺

第
１
期 ぜん どう じ

こう せん じ

まん ぎょう じ

調査対象寺社

調
査
速
報

資料を
写真撮影

　
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
た

資
料
は
調
査
成
果
の
ご
く
一
部

で
す
。第
１
・
２
期
の
調
査
成
果

は
、福
岡
市
文
化
財
叢
書
と
し

て
報
告
書
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
主
要
な
図
書
館
な
ど
に

寄
贈
し
、ど
な
た
で
も
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。図
版
を
眺
め
る

だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
よ
。ぜ

ひ
、お
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。　

第
３
期
の
調
査
事
業
は
、令

和
７
年
度
に
香
椎
宮
、令
和
８

年
度
に
志
賀
海
神
社
の
報
告
書

刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に通常、各寺社では、資料の一般公開は行っておりませ

ん。第１・２期の資料に関するお問い合わせは裏表紙
をご参照ください。第３期の資料については、調査・整
理中ですので、お問い合わせはお受けできかねます。
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﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
東
区
志
賀
島
八
七
七

﹇
創
　
建
﹈ 

不
詳※

「
延
喜
式
神
名
帳
」（
九
二
七
）に
は
社
名
記
載

志
賀
海
神
社

2

し     

か    

う
み  

じ
ん  

じ
ゃ

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
東
区
香
椎
四
丁
目
一
五‐

一

﹇
創
　
建
﹈ 

神
亀
元
年（
七
二
四
）

香
椎
宮

1
か
し
　
　い
　
ぐ
う

的
を

射
抜
い
て

病
魔
退
散
！

第
３
期

令
和
5
〜
8
年
度 

2
0

2
3

  2
0

2
6

九
州
で

二
社
し
か
な
い

勅
祭
社
の
一つ

奉
幣
使

 

（
勅
使
）
と
は
？

ほ
う
　
へ
い
（
べ
い
）
し

ち
ょ
く
　
し

　
天
皇
の
命
令（
勅
命
）を
受
け
て
、幣
帛
を

神
社
な
ど
に
奉
献
し
た
使
い
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。宇
佐
宮
と
香
椎
宮
の
奉
幣
使
に
つ
い
て
は
、

中
世
動
乱
期
の
長
い
中
絶
を
経
て
、江
戸
中
後

期
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。江
戸
時
代
で
は
六
〇

年
に
一
度
の
一
七
四
四
年
・一
八
〇
四
年
・一
八
六

四
年
の
三
回
で
、大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）、

十
年
に
一
度
の
参
向
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

へ
い
は
く

安
政
七
年
御
社
用
日
記

并
妙
薬
伝
法
記

年
代

安
政
七
年（
一
八
六
〇
）

　
代
々
宮
司
を
務
め
る
阿
曇
家
に
残
る

日
記
に
は
、歩
射
祭
に
つ
い
て「
今
年
は
残

な
く
八
人
共
射
当（
中
略
）弥
病
魔
退
散

成
ル
へ
し
」と
あ
り
、病
魔
退
散
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

あ
づ
み

い
よ
い
よ

な
ら
び
に

　
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）秋
月
藩

中
老
の
吉
村
平
蔵
直
縄
が
藩
命
に

よ
り
当
日
参
列
し
、自
ら
そ
の
実
景

を
書
写
し
、吉
村
家
十
一
代
吉
村
武

之
允
が
奉
納
し
た
も
の
と
い
わ
れ

ま
す
。

奉
幣
使
参
拝
之
図

年
代

江
戸
後
期

ほ
う  

へ
い   

し  

さ
ん  

ぱ
い   

の    

ず

香
椎
宮
奉
幣
記

年
代

江
戸
後
期
ヵ

令
和
六
年
創
建
一
三
〇
〇
年
祭
、

令
和
七
年
勅
祭
を
迎
え
ま
す
。

土蔵から出てきた資料を
やさしくクリーニング

　
阿
曇
百
足
の
土
蜘
蛛
退
治
伝
承
に
ち

な
む
も
の
で
、破
魔
の
目
的
と
年
占
の
意

味
を
兼
ね
た
神
事
で
す
。近
年
で
は
正
月

十
五
日
に
近
い
日
曜
日
に
歩
射
祭
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

と
し
う
ら

つ
ち 

ぐ
　も

も
も
た
り

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

志
賀
海
神
社
歩
射
祭

ほ
　
し
ゃ
さ
い

撮
影
年
代

令
和
三
年（
二
〇
二
一
）

古
式
を

今
な
お
伝
え
る

伝
統
神
事

（写真は福岡市所蔵）
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称
名
寺
第
三
十
世
河
野
智
眼
の
発
願
に
よ
り
建
造
さ

れ
、明
治
末
期
に
完
成
し
ま
し
た
。建
立
当
初
、称
名
寺
は

博
多
片
土
居（
現
在
の
博
多
座
付
近
）に
所
在
し
て
い
ま
し
た

が
、大
正
時
代
に
道
路
拡
幅
の
た
め
寺
院
は
移
転
す
る
こ
と

と
な
り
、大
仏
も
移
転
先
の
馬
出
に
移
さ
れ
ま
し
た
。博
多

大
仏
は
、昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）に
国
家
総
動
員
法

に
基
づ
く
金
属
供
出
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
、現
在
は

馬
出
の
境
内
に
台
座
が
残
っ
て
い
ま
す
。

博
多
大
仏
と
は
？

絵
葉
書

「
博
多
大
仏 

称
名
寺
全
景
」

年
代

昭
和
時
代
ヵ
、馬
出
移
転
後

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
東
区
馬
出
四‐

一‐

五
〇

﹇
創
　
建
﹈ 

元
応
二
年（
一
三
二
〇
）

時
宗 

称
名
寺

2

し
ょ
う
み
ょ
う
　じま

い
だ
し

年
代

鎌
倉
時
代（
十
四
世
紀
前
半
）

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
西
区
姪
の
浜
六‐

一
五‐

一

﹇
創
　
建
﹈ 

南
北
朝
後
期

時
宗 

光
福
寺

3

こ
う  

ふ
く    

じ

総
高

一
二
〇
・
六
cm

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
く
ぞ
う
　
あ
　
み
　
だ
　
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
西
区
石
丸
三‐

一
八‐

二
三

﹇
創
　
建
﹈ 

貞
和
元
年（
一
三
四
五
）

時
宗 

寿
宝
寺

4

じ
ゅ
　
ほ
う    

じ

年
代

正
徳
六
年（
一
七
一
六
）

像
高

一
〇
一・
〇
cm

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
く
ぞ
う
　
あ
　
み
　
だ
　
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

年
代

大
永
八
年（
一
五
二
八
）八
月
十
六
日

市
指
定
文
化
財

称
名
寺
文
書「
武
家
之
文
章
」

し
ょ
う
み
ょ
う
じ

も
ん
じ
ょ
　
　
ぶ
　
け

の

ぶ
ん
し
ょ
う

　
江
戸
時
代
の
地
誌
に
は
、こ
れ
ら
古
文
書
の
存
在

は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、長
ら
く
所
在
不
明
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。今
回
の
調
査
事
業
で
再
発
見
さ
れ
、市

指
定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。市
指
定
の
八
点
の
う
ち

一
点
は
、大
永
八
年（
一
五
二
八
）、火
災
に
よ
り
焼
失
し

た
称
名
寺
の
再
興
の
た
め
、大
友
氏
分
国
中
の
奉
加

（
寄
付
）が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ほ
う
が

年
代

十
四
〜
十
五
世
紀

法
量

一
六
三
・
八×

一
〇
七
・
五
cm

　
釈
迦
の
入
滅
の
様
子
を
描
い
て
い

ま
す
。涅
槃
と
は
、煩
悩
の
火
が
消

え
、智
慧
の
完
成
し
た
悟
り
の
境
地

を
い
い
ま
す
。確
か
な
中
世
仏
画
の

画
技
が
認
め
ら
れ
、上
質
な
絵
絹
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
　
え

ぼ
ん
の
う

に
ゅ
う
め
つ

し
ゃ
か

市
指
定
文
化
財

絹
本
著
色
仏
涅
槃
図

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ぶ
つ

ね

は
ん

ず

境内に残る台座
（写真は福岡市所蔵）
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鎌
倉
時
代
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
典
型
と
し

て
美
術
史
上
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
代

仁
治
三
年（
一
二
四
二
）

作
者

仏
師
快
成（
か
い
せ
い
、ま
た
は
か
い
じ
ょ
う
）

像
高

八
二
・
五
cm

市
指
定
文
化
財

萬
行
寺
資
料
（
足
利
義
昭
御
内
書*

）

年
代

天
正
四
年（
一
五
七
六
）

狩
野
派

最
盛
期
の

本
格
的
水
墨
画

信長より京都を追放
された将軍義昭の

古文書

繊
細
な

技
法
に

彩
ら
れ
た

鎌
倉
仏

市指定文化財　紙本墨画　梅に鳩・東坡風水洞図　六曲屏風
し ほん ぼく が　　　うめ　　 はと　　とう ば ふう すい どう ず　　　ろっきょく びょうぶ

梅
に
鳩
図（
右
隻
）一
五
八
・
五×

三
五
八
cm

う
せ
き

そ
し
ょ
く

年
代

安
土
桃
山
時
代
の
終
わ
り
頃

作
者

狩
野
重
信

　「
梅
に
鳩
図
」は
、太
く
力
強
い
梅
の
幹
と
、

幹
か
ら
勢
い
よ
く
伸
び
た
枝
に
止
ま
る
五
羽

の
鳩
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　「
東
坡
風
水
洞
図
」は
、中
国
の
詩
人
蘇
軾

（
画
面
右
）が
友
人
の
李
節
推（
画
面
中
央
）に

会
い
に
行
く
場
面
を
表
し
て
い
ま
す
。

り
せ
つ
す
い

*

「
御
内
書（
ご
な
い
し
ょ
）」と
は
将
軍
の
意
思
を
伝
え
る
文
書
の
こ

と
。日
付
の
下
に
は
、義
昭
の
花
押（
か
お
う
・
サ
イ
ン
）が
あ
り
ま
す
。

　
足
利
義
昭
が
萬
行
寺
第
五
代
と
さ
れ
る
七
里
頼

周
へ
宛
て
た
も
の
で
、越
前
に
侵
攻
し
て
き
た
信
長

軍
に
対
抗
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。指
定
文
化

財
の
萬
行
寺
資
料
は
合
計
二
六
点（
絵
画
一
点
、書

跡
四
点
、古
文
書
二
一
点
）あ
り
ま
す
。

し
ち
り
よ
り

ち
か

東
坡
風
水
洞
図（
左
隻
）一
五
八
・
六×

三
五
二
cm

さ
せ
き

第
１
期

平
成
24
〜
26
年
度

2
0

1
2

  2
0

1
4

浄
土
真
宗 
萬
行
寺

1

ま
ん
ぎ
ょ
う
　
じ

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
博
多
区
祇
園
町
四
丁
目
五
〇

﹇
創
　
建
﹈
七
里
隼
人（
出
家
し
て
空
性
）が
享

禄（
一
五
二
八
〜
三
二
）頃
に
九
州
へ

下
向
し
、博
多
に
開
い
た
道
場
を
起

源
と
し
ま
す
。

し
ち
り
　は
や
と

く
う
し
ょ
う

国
指
定
重
要
文
化
財

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
く
ぞ
う
　
あ
　
み
　
だ
　
に
ょ 

ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う



4 _ Fu k u o k a  C u l t u r a l  P r o p e r t i e s

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
博
多
区
千
代
三‐

一
六‐

三

﹇
創
　
建
﹈ 

寛
文
年
間（
一
六
六
一‐

七
二
）

※

一
説
に
草
創
は
元
和
年
間（
一
六
一
五‐

二
四
）

　
以
前
と
い
わ
れ
ま
す
。

浄
土
真
宗 

松
源
寺

1

し
ょ
う 

げ
ん   

じ

博
多
築
港
記
念
博
覧
会

昭
和
十
一
年

昭
和
初
期

二
代
目
博
多
駅
が
印
刷
さ
れ
る

昭
和
九
年

東
公
園
亀
山
上
皇
御
尊
像
と

大
濠
公
園
の
景

　
福
岡
市
博
多
区
の
大
浜
地
区
で
宝
暦

五
年（
一
七
五
五
）の
大
風
雨
に
よ
る
被

災
や
、翌
年
の
疫
病
流
行
で
亡
く
な
っ
た

多
く
の
人
々
の
霊
を
施
餓
鬼
供
養*

す
る

た
め
始
ま
っ
た
も
の
で
、宝
暦
六
年（
一
七

五
六
）か
ら
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
歴
史
あ
る
行
事
で
す
。

　
東
長
寺
一
山
の
僧
侶
に
よ
る
読
経
や

博
多
最
後
の
絵
師
と
い
わ
れ
る
海
老
崎

雪
溪
作
の
武
者
絵
の
展
示
の
ほ
か
、趣
向

を
凝
ら
し
た
夜
店
が
並
び
賑
や
か
な
夏

祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
海
老
崎
雪
溪
作
の
武
者
絵
は
、福
岡

県
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、「
大
浜
流
灌
頂
」独
特
の
風
物
詩

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
大
浜
流
灌
頂
は
、毎
年
、八
月
二
四
日

〜
二
六
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

*

死
後
、餓
鬼
道(

が
き
ど
う)

に
落
ち
て
餓
鬼
に

な
っ
た
人
や
無
縁
仏
な
ど
、飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る

死
者
の
霊
魂
に
食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど
を
施
し
て

供
養
す
る
法
会
。

大
浜
流
灌
頂
と
は
？

お
お

は
ま
な
が
れ
か
ん
じ
ょ
う

せ
っ
け
い

え
　
び
　さ
き

せ

が

き

大浜流灌頂の様子
撮 影 年 代 令和5年（2023）（写真は福岡市所蔵）

古写真「大浜流灌頂の様子」
撮 影 年 代 （昭和時代ヵ）

第
２
期

平
成
30
〜
令
和
4
年
度 

2
0

1
8

  2
0

2
2

昭
和
レ
ト
ロ
の

弁
当
掛
紙

　
第
十
代
住
職
・
佐
々
木
滋
寛（
一
八
九
九-

一
九

七
六
）は
、昭
和
戦
前
期
よ
り
、福
岡
の
郷
土
文

化
、と
り
わ
け
民
俗
・
演
劇
の
研
究
者
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。松
源
寺
に
は
、そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
多
数
所
蔵
さ
れ
ま
す
。

じ
か
ん

Fu k u o k a  C u l t u r a l  P r o p e r t i e s _ 3

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
中
央
区
平
尾
三
丁
目
二
二‐

一
五

﹇
創
　
建
﹈ 
慶
長
十
五
年（
一
六
一
〇
）

浄
土
真
宗 

光
専
寺

2

こ
う  

せ
ん    

じ

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
博
多
区
呉
服
町
六‐

二
四

﹇
創
　
建
﹈ 

建
暦
年
中（
一
二
一
一‐

一
二
一
三
）

浄
土
宗 

善
導
寺

3

ぜ
ん
　ど
う
　
　じ

　
冥
界
の
十
人
の
王
に
よ
っ

て
、死
者
は
生
前
の
行
い
を

裁
か
れ
、次
に
生
ま
れ
変
わ

る
世
界
が
決
定
す
る
と
い
わ

れ
ま
す
。十
王
像（
十
王
図
）

は
、死
者
が
極
楽
浄
土
へ
行

け
る
よ
う
十
王
を
供
養
す
る

た
め
、つ
く
ら
れ
ま
す
。

冥
界
の
十
王
が

死
者
を
裁
く

17
世
紀
前
期
に

遡
る

近
世
初
期
の

貴
重
な

真
宗
絵
画

さ
か
の
ぼ

年 代 寛永15年（1638）
7月9日

法 量 106.0×46.5cm

親
鸞
聖
人
像

浄
土
真
宗
の
宗
祖

し
ん
ら
ん
し
ょ
う
に
ん
ぞ
う

年 代 寛永元年（1624）
５月21日

法 量 90.5×39.2cm

蓮
如
上
人
像

浄
土
真
宗
の
中
興

れ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん
ぞ
う

中
世
日
本
の

仏
教
に

大
き
な

影
響
を

与
え
た

善
導
大
師

もく ぞう ぜん どう だい し りゅうぞう

総 高 47.5cm

県指定文化財

木造善導大師立像

年 代 鎌倉時代後期ヵ

市指定文化財 絹本著色十王像
けん ぽんちゃくしょくじゅうおう ぞう

年 代 南宋時代（1127-1279）の終わり頃ヵ

法 量 40.5×25.1cm

作 者 陸 信忠
りく　しんちゅう

　
善
導
大
師
は
中

国
浄
土
教
の
僧
で
、

中
世
日
本
の
法
然
・

親
鸞
に
多
大
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

ほ
う
ね
ん
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﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
博
多
区
千
代
三‐

一
六‐

三

﹇
創
　
建
﹈ 

寛
文
年
間（
一
六
六
一‐

七
二
）

※

一
説
に
草
創
は
元
和
年
間（
一
六
一
五‐

二
四
）

　
以
前
と
い
わ
れ
ま
す
。

浄
土
真
宗 
松
源
寺

1

し
ょ
う 

げ
ん   

じ

博
多
築
港
記
念
博
覧
会

昭
和
十
一
年

昭
和
初
期

二
代
目
博
多
駅
が
印
刷
さ
れ
る

昭
和
九
年

東
公
園
亀
山
上
皇
御
尊
像
と

大
濠
公
園
の
景

　
福
岡
市
博
多
区
の
大
浜
地
区
で
宝
暦

五
年（
一
七
五
五
）の
大
風
雨
に
よ
る
被

災
や
、翌
年
の
疫
病
流
行
で
亡
く
な
っ
た

多
く
の
人
々
の
霊
を
施
餓
鬼
供
養*

す
る

た
め
始
ま
っ
た
も
の
で
、宝
暦
六
年（
一
七

五
六
）か
ら
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
歴
史
あ
る
行
事
で
す
。

　
東
長
寺
一
山
の
僧
侶
に
よ
る
読
経
や

博
多
最
後
の
絵
師
と
い
わ
れ
る
海
老
崎

雪
溪
作
の
武
者
絵
の
展
示
の
ほ
か
、趣
向

を
凝
ら
し
た
夜
店
が
並
び
賑
や
か
な
夏

祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
海
老
崎
雪
溪
作
の
武
者
絵
は
、福
岡

県
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、「
大
浜
流
灌
頂
」独
特
の
風
物
詩

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
大
浜
流
灌
頂
は
、毎
年
、八
月
二
四
日

〜
二
六
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

*

死
後
、餓
鬼
道(
が
き
ど
う)

に
落
ち
て
餓
鬼
に

な
っ
た
人
や
無
縁
仏
な
ど
、飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る

死
者
の
霊
魂
に
食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど
を
施
し
て

供
養
す
る
法
会
。

大
浜
流
灌
頂
と
は
？

お
お

は
ま
な
が
れ
か
ん
じ
ょ
う

せ
っ
け
い

え
　
び
　さ
き

せ

が

き

大浜流灌頂の様子
撮 影 年 代 令和5年（2023）（写真は福岡市所蔵）

古写真「大浜流灌頂の様子」
撮 影 年 代 （昭和時代ヵ）

第
２
期

平
成
30
〜
令
和
4
年
度 

2
0

1
8

  2
0

2
2
昭
和
レ
ト
ロ
の

弁
当
掛
紙

　
第
十
代
住
職
・
佐
々
木
滋
寛（
一
八
九
九-

一
九

七
六
）は
、昭
和
戦
前
期
よ
り
、福
岡
の
郷
土
文

化
、と
り
わ
け
民
俗
・
演
劇
の
研
究
者
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。松
源
寺
に
は
、そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
多
数
所
蔵
さ
れ
ま
す
。

じ
か
ん

Fu k u o k a  C u l t u r a l  P r o p e r t i e s _ 3

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
中
央
区
平
尾
三
丁
目
二
二‐

一
五

﹇
創
　
建
﹈ 

慶
長
十
五
年（
一
六
一
〇
）

浄
土
真
宗 

光
専
寺

2

こ
う  

せ
ん    

じ

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
博
多
区
呉
服
町
六‐

二
四

﹇
創
　
建
﹈ 

建
暦
年
中（
一
二
一
一‐

一
二
一
三
）

浄
土
宗 

善
導
寺

3

ぜ
ん
　ど
う
　
　じ

　
冥
界
の
十
人
の
王
に
よ
っ

て
、死
者
は
生
前
の
行
い
を

裁
か
れ
、次
に
生
ま
れ
変
わ

る
世
界
が
決
定
す
る
と
い
わ

れ
ま
す
。十
王
像（
十
王
図
）

は
、死
者
が
極
楽
浄
土
へ
行

け
る
よ
う
十
王
を
供
養
す
る

た
め
、つ
く
ら
れ
ま
す
。

冥
界
の
十
王
が

死
者
を
裁
く

17
世
紀
前
期
に

遡
る

近
世
初
期
の

貴
重
な

真
宗
絵
画

さ
か
の
ぼ

年 代 寛永15年（1638）
7月9日

法 量 106.0×46.5cm

親
鸞
聖
人
像

浄
土
真
宗
の
宗
祖

し
ん
ら
ん
し
ょ
う
に
ん
ぞ
う

年 代 寛永元年（1624）
５月21日

法 量 90.5×39.2cm

蓮
如
上
人
像

浄
土
真
宗
の
中
興

れ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん
ぞ
う

中
世
日
本
の

仏
教
に

大
き
な

影
響
を

与
え
た

善
導
大
師

もく ぞう ぜん どう だい し りゅうぞう

総 高 47.5cm

県指定文化財

木造善導大師立像

年 代 鎌倉時代後期ヵ

市指定文化財 絹本著色十王像
けん ぽんちゃくしょくじゅうおう ぞう

年 代 南宋時代（1127-1279）の終わり頃ヵ

法 量 40.5×25.1cm

作 者 陸 信忠
りく　しんちゅう

　
善
導
大
師
は
中

国
浄
土
教
の
僧
で
、

中
世
日
本
の
法
然
・

親
鸞
に
多
大
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

ほ
う
ね
ん
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称
名
寺
第
三
十
世
河
野
智
眼
の
発
願
に
よ
り
建
造
さ

れ
、明
治
末
期
に
完
成
し
ま
し
た
。建
立
当
初
、称
名
寺
は

博
多
片
土
居（
現
在
の
博
多
座
付
近
）に
所
在
し
て
い
ま
し
た

が
、大
正
時
代
に
道
路
拡
幅
の
た
め
寺
院
は
移
転
す
る
こ
と

と
な
り
、大
仏
も
移
転
先
の
馬
出
に
移
さ
れ
ま
し
た
。博
多

大
仏
は
、昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）に
国
家
総
動
員
法

に
基
づ
く
金
属
供
出
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
、現
在
は

馬
出
の
境
内
に
台
座
が
残
っ
て
い
ま
す
。

博
多
大
仏
と
は
？

絵
葉
書

「
博
多
大
仏 

称
名
寺
全
景
」

年
代

昭
和
時
代
ヵ
、馬
出
移
転
後

﹇
所
在
地
﹈ 
福
岡
市
東
区
馬
出
四‐

一‐

五
〇

﹇
創
　
建
﹈ 
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）

時
宗 

称
名
寺

2

し
ょ
う
み
ょ
う
　じま

い
だ
し

年
代

鎌
倉
時
代（
十
四
世
紀
前
半
）

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
西
区
姪
の
浜
六‐

一
五‐

一

﹇
創
　
建
﹈ 

南
北
朝
後
期

時
宗 

光
福
寺

3

こ
う  

ふ
く    

じ

総
高

一
二
〇
・
六
cm

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
く
ぞ
う
　
あ
　
み
　
だ
　
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
西
区
石
丸
三‐

一
八‐

二
三

﹇
創
　
建
﹈ 

貞
和
元
年（
一
三
四
五
）

時
宗 

寿
宝
寺

4

じ
ゅ
　
ほ
う    

じ

年
代

正
徳
六
年（
一
七
一
六
）

像
高

一
〇
一・
〇
cm

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
く
ぞ
う
　
あ
　
み
　
だ
　
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

年
代

大
永
八
年（
一
五
二
八
）八
月
十
六
日

市
指
定
文
化
財

称
名
寺
文
書「
武
家
之
文
章
」

し
ょ
う
み
ょ
う
じ

も
ん
じ
ょ
　
　
ぶ
　
け

の

ぶ
ん
し
ょ
う

　
江
戸
時
代
の
地
誌
に
は
、こ
れ
ら
古
文
書
の
存
在

は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、長
ら
く
所
在
不
明
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。今
回
の
調
査
事
業
で
再
発
見
さ
れ
、市

指
定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。市
指
定
の
八
点
の
う
ち

一
点
は
、大
永
八
年（
一
五
二
八
）、火
災
に
よ
り
焼
失
し

た
称
名
寺
の
再
興
の
た
め
、大
友
氏
分
国
中
の
奉
加

（
寄
付
）が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ほ
う
が

年
代

十
四
〜
十
五
世
紀

法
量

一
六
三
・
八×

一
〇
七
・
五
cm

　
釈
迦
の
入
滅
の
様
子
を
描
い
て
い

ま
す
。涅
槃
と
は
、煩
悩
の
火
が
消

え
、智
慧
の
完
成
し
た
悟
り
の
境
地

を
い
い
ま
す
。確
か
な
中
世
仏
画
の

画
技
が
認
め
ら
れ
、上
質
な
絵
絹
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
　
え

ぼ
ん
の
う

に
ゅ
う
め
つ

し
ゃ
か

市
指
定
文
化
財

絹
本
著
色
仏
涅
槃
図

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ぶ
つ

ね

は
ん

ず

境内に残る台座
（写真は福岡市所蔵）
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鎌
倉
時
代
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
典
型
と
し

て
美
術
史
上
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
代

仁
治
三
年（
一
二
四
二
）

作
者

仏
師
快
成（
か
い
せ
い
、ま
た
は
か
い
じ
ょ
う
）

像
高

八
二
・
五
cm

市
指
定
文
化
財

萬
行
寺
資
料
（
足
利
義
昭
御
内
書*

）

年
代

天
正
四
年（
一
五
七
六
）

狩
野
派

最
盛
期
の

本
格
的
水
墨
画

信長より京都を追放
された将軍義昭の

古文書

繊
細
な

技
法
に

彩
ら
れ
た

鎌
倉
仏

市指定文化財　紙本墨画　梅に鳩・東坡風水洞図　六曲屏風
し ほん ぼく が　　　うめ　　 はと　　とう ば ふう すい どう ず　　　ろっきょく びょうぶ

梅
に
鳩
図（
右
隻
）一
五
八
・
五×

三
五
八
cm

う
せ
き

そ
し
ょ
く

年
代

安
土
桃
山
時
代
の
終
わ
り
頃

作
者

狩
野
重
信

　「
梅
に
鳩
図
」は
、太
く
力
強
い
梅
の
幹
と
、

幹
か
ら
勢
い
よ
く
伸
び
た
枝
に
止
ま
る
五
羽

の
鳩
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　「
東
坡
風
水
洞
図
」は
、中
国
の
詩
人
蘇
軾

（
画
面
右
）が
友
人
の
李
節
推（
画
面
中
央
）に

会
い
に
行
く
場
面
を
表
し
て
い
ま
す
。

り
せ
つ
す
い

*

「
御
内
書（
ご
な
い
し
ょ
）」と
は
将
軍
の
意
思
を
伝
え
る
文
書
の
こ

と
。日
付
の
下
に
は
、義
昭
の
花
押（
か
お
う
・
サ
イ
ン
）が
あ
り
ま
す
。

　
足
利
義
昭
が
萬
行
寺
第
五
代
と
さ
れ
る
七
里
頼

周
へ
宛
て
た
も
の
で
、越
前
に
侵
攻
し
て
き
た
信
長

軍
に
対
抗
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。指
定
文
化

財
の
萬
行
寺
資
料
は
合
計
二
六
点（
絵
画
一
点
、書

跡
四
点
、古
文
書
二
一
点
）あ
り
ま
す
。

し
ち
り
よ
り

ち
か

東
坡
風
水
洞
図（
左
隻
）一
五
八
・
六×

三
五
二
cm

さ
せ
き

第
１
期

平
成
24
〜
26
年
度

2
0

1
2

  2
0

1
4

浄
土
真
宗 

萬
行
寺

1

ま
ん
ぎ
ょ
う
　
じ

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
博
多
区
祇
園
町
四
丁
目
五
〇

﹇
創
　
建
﹈
七
里
隼
人（
出
家
し
て
空
性
）が
享

禄（
一
五
二
八
〜
三
二
）頃
に
九
州
へ

下
向
し
、博
多
に
開
い
た
道
場
を
起

源
と
し
ま
す
。

し
ち
り
　は
や
と

く
う
し
ょ
う

国
指
定
重
要
文
化
財

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
く
ぞ
う
　
あ
　
み
　
だ
　
に
ょ 

ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う



　
福
岡
市
は
、古
来
よ
り
貿
易
都
市
と
し
て
発
展
し
、近
代
以
降
も
急
速
な
成
長
を
遂
げ
、現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。文
化
財
は
、そ
う
し
た
発
展
・
成
長
を
支
え
て
き
た「
も
の
」「
ば
し
ょ
」「
い
と
な
み
」と
し
て
、市
内

各
所
で
大
切
に
保
存
、継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。歴
史
深
い
地
域
と
し
て
名
高
い
福
岡
・
博
多
の
宝
と
し
て
、

文
化
財
は
今
後
も
守
り
、受
け
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、多
く
の
ま
だ
気
づ
か
れ
て
い
な
い
、知
ら
れ
て
い
な
い
文
化
財
も
あ
り
ま
す
。私
た
ち
の
生
活
の
な
か

で
、寺
院
や
神
社
は
身
近
な
存
在
で
す
。お
盆
に
は
先
祖
を
供
養
し
、新
年
に
は
初
詣
す
る
な
ど
、古
く
か
ら

寺
社
は
人
び
と
の
生
活
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、寺
社
が
所
有
す
る
文
化
財
の
把
握
は

十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

　
近
年
、本
市
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、福
岡
・
博
多
の
寺
社
が
所
有
す
る
美
術
工

芸
品
や
古
文
書
な
ど
を
調
査
し
、現
在
３
期
目
の
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
は
報
告
書
に
ま
と
め
、主
要
な
図
書
館
な
ど
へ
寄
贈
し
、ど
な
た
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
第
１
期
・
第
２
期
）。

　
歴
史
的
・
文
化
的
な
価
値
が
著
し
い
と
判
明
し
た
文
化
財
に
つ
い
て
は
、指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
し
、

そ
の
保
護
と
活
用
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

　
文
化
財
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、こ
れ
ら
調
査
の
成
果
の
一
部
を
紹
介

す
る
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
に
と
っ
て
新
し
い
発
見
や
気
づ
き
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
資
料
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
寺
院
関
係
者
、神
社
関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、調
査
に
あ
た

り
ご
指
導
・
ご
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
通
常
、各
寺
院
・
各
神
社
で
は
、資
料
の
一
般
公
開
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
六
年（
二
〇
二
四
）三
月

は
じ
め
に

　
古
写
真
以
外
の
画
像
は
福
岡
市
撮
影
の
も
の
で
す
。煩
雑
を
避
け
る
た
め
、表
紙
・
裏
表
紙
を
除
き
寺
社

に
お
け
る
各
資
料
の
所
蔵
先
の
表
記
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
し
た
。

凡
例

Fu k u o k a  C u l t u r a l  P r o p e r t i e s _ 1

福岡市

1
4
5

6
7

8
9

3

2

東区

博多区中央区

城南区 南区

早良区

西区

調査対象寺社　位置図

⑧香椎宮
⑨志賀海神社

第
３
期

し か うみ じん じゃ

か しい ぐう

④浄土真宗 松源寺
⑤時宗 称名寺
⑥時宗 光福寺
⑦時宗 寿宝寺

第
２
期

じゅ ほう じ

こう ふく じ

しょうみょう じ

しょう げん じ

①浄土真宗 萬行寺
②浄土真宗 光専寺
③浄土宗 善導寺

第
１
期 ぜん どう じ

こう せん じ

まん ぎょう じ

調査対象寺社

調
査
速
報

資料を
写真撮影

　
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
た

資
料
は
調
査
成
果
の
ご
く
一
部

で
す
。第
１
・
２
期
の
調
査
成
果

は
、福
岡
市
文
化
財
叢
書
と
し

て
報
告
書
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
主
要
な
図
書
館
な
ど
に

寄
贈
し
、ど
な
た
で
も
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。図
版
を
眺
め
る

だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
よ
。ぜ

ひ
、お
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。　

第
３
期
の
調
査
事
業
は
、令

和
７
年
度
に
香
椎
宮
、令
和
８

年
度
に
志
賀
海
神
社
の
報
告
書

刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に通常、各寺社では、資料の一般公開は行っておりませ

ん。第１・２期の資料に関するお問い合わせは裏表紙
をご参照ください。第３期の資料については、調査・整
理中ですので、お問い合わせはお受けできかねます。
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﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
東
区
志
賀
島
八
七
七

﹇
創
　
建
﹈ 

不
詳※

「
延
喜
式
神
名
帳
」（
九
二
七
）に
は
社
名
記
載

志
賀
海
神
社

2

し     

か    

う
み  

じ
ん  

じ
ゃ

﹇
所
在
地
﹈ 

福
岡
市
東
区
香
椎
四
丁
目
一
五‐

一

﹇
創
　
建
﹈ 

神
亀
元
年（
七
二
四
）

香
椎
宮

1
か
し
　
　い
　
ぐ
う

的
を

射
抜
い
て

病
魔
退
散
！

第
３
期

令
和
5
〜
8
年
度 

2
0

2
3

  2
0

2
6

九
州
で

二
社
し
か
な
い

勅
祭
社
の
一つ

奉
幣
使

 

（
勅
使
）
と
は
？

ほ
う
　
へ
い
（
べ
い
）
し

ち
ょ
く
　
し

　
天
皇
の
命
令（
勅
命
）を
受
け
て
、幣
帛
を

神
社
な
ど
に
奉
献
し
た
使
い
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。宇
佐
宮
と
香
椎
宮
の
奉
幣
使
に
つ
い
て
は
、

中
世
動
乱
期
の
長
い
中
絶
を
経
て
、江
戸
中
後

期
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。江
戸
時
代
で
は
六
〇

年
に
一
度
の
一
七
四
四
年
・一
八
〇
四
年
・一
八
六

四
年
の
三
回
で
、大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）、

十
年
に
一
度
の
参
向
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

へ
い
は
く

安
政
七
年
御
社
用
日
記

并
妙
薬
伝
法
記

年
代

安
政
七
年（
一
八
六
〇
）

　
代
々
宮
司
を
務
め
る
阿
曇
家
に
残
る

日
記
に
は
、歩
射
祭
に
つ
い
て「
今
年
は
残

な
く
八
人
共
射
当（
中
略
）弥
病
魔
退
散

成
ル
へ
し
」と
あ
り
、病
魔
退
散
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

あ
づ
み

い
よ
い
よ

な
ら
び
に

　
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）秋
月
藩

中
老
の
吉
村
平
蔵
直
縄
が
藩
命
に

よ
り
当
日
参
列
し
、自
ら
そ
の
実
景

を
書
写
し
、吉
村
家
十
一
代
吉
村
武

之
允
が
奉
納
し
た
も
の
と
い
わ
れ

ま
す
。

奉
幣
使
参
拝
之
図

年
代

江
戸
後
期

ほ
う  

へ
い   

し  

さ
ん  

ぱ
い   

の    

ず

香
椎
宮
奉
幣
記

年
代

江
戸
後
期
ヵ

令
和
六
年
創
建
一
三
〇
〇
年
祭
、

令
和
七
年
勅
祭
を
迎
え
ま
す
。

土蔵から出てきた資料を
やさしくクリーニング

　
阿
曇
百
足
の
土
蜘
蛛
退
治
伝
承
に
ち

な
む
も
の
で
、破
魔
の
目
的
と
年
占
の
意

味
を
兼
ね
た
神
事
で
す
。近
年
で
は
正
月

十
五
日
に
近
い
日
曜
日
に
歩
射
祭
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

と
し
う
ら

つ
ち 

ぐ
　も

も
も
た
り

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

志
賀
海
神
社
歩
射
祭

ほ
　
し
ゃ
さ
い

撮
影
年
代

令
和
三
年（
二
〇
二
一
）

古
式
を

今
な
お
伝
え
る

伝
統
神
事

（写真は福岡市所蔵）



「博多大仏組立竣工と
 職工ら７人記念写真」
明治42年（1909）頃
礒野鋳造所で撮影
（称名寺所蔵）

福
岡
市
内
寺
社
資
料
調
査
事
業

福
岡
の
寺
社
美
術
工
芸
を
今
に
伝
え
る
。

古
き
良
き
伝
統
が

新
た
な
感
動
を
呼
び
覚
ま
す
。

彫
刻
と
絵
画
が
紡
ぐ
、歴
史
の
精
髄
。

隠
れ
た
名
品
が
美
の
深
淵
へ
誘
い
ま
す
。

つ
む

せ
い
ず
い

し
ん
え
ん

再
発
見
古
文
書
が
綴
る

美
術
工
芸
品
と

知
ら
れ
ざ
る
物
語

Fu
k

u
o

ka
 C

u
ltu

ra
l P

ro
p

ertie
s

R
ed

iscovery

つ
づ

古写真

※本事業は文化庁補助事業 令和5年度「地域活性化のための特色ある文化財(美術工芸品)調査・活用事業費」を受けて実施しています。

〒810-8620 福岡市中央区天神1丁目8-1
（福岡市役所14階）
［TEL］092-711-4862 ［FAX］092-733-5537
［E-mail］bunkazai.EPB@city.fukuoka.lg.jp

お問い合わせ

発行元 福岡市経済観光文化局文化財活用部
文化財活用課

発行日 令和6年 3月 福岡・博多の歴史をもっと知りたい方

古写真 「博多大仏ひな形竣工記念写真」
明治32年（1899）、礒野鋳造所で撮影（称名寺所蔵）

官幣大社香椎宮境内及付近之図
明治39年（1906）（香椎宮所蔵）

古写真 「博多の劇場『雄鷹座（ゆたかざ）』開場式」
明治34年（1901）6月（称名寺所蔵）

弁当掛紙
昭和時代（松源寺所蔵）

志賀大明神社人帳
正徳3年（1713）3月（志賀海神社所蔵）

歴代の
かしわめし弁当の

掛紙

（上）
御夢想目薬
（五銭瓶）

（下）
御夢想目薬
（三銭瓶）
（称名寺所蔵）
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